
第 39号

2014.11月

発行　城里町社会福祉協議会　　 029‐288‐7013　 FAX  029‐288‐7021  ホームページ  http://www.shirosato-syakyo.com
編集　広報ボランティアグループ

　
９
月
17
日（
水
）、
城
里
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
で

標
記
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
催
は
茨
城
県
、
同
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
城
里
町
高
年

者
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
す
。

　
参
加
者
は
約
300
名
。主
催
者
、

来
賓
の
挨
拶
の
後
、
大
田
先
生

の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
講
話
と

体
操
指
導
士
と
一
緒
に
行
な
っ

た
実
技
で
２
時
間
。
参
加
者
に

と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

胸
に
で
き
た
有
意
義
な
２
時
間

で
し
た
。

　
現
在
65
歳
の
男
性
の
平
均
余

命
は
17
年
、
女
性
は
25
年
あ
り

ま
す
。
人
は
あ
る
年
齢
か
ら
急

激
に
体
力
が
落
ち
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
を
自
然
に
任
せ
る
と
や
が

て
歩
行
が
困
難
に
な
っ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
を

防
ぎ
、
で
き
る
だ
け
そ
の
時
期

を
遅
ら
せ
る
の
が
こ
の
体
操
で

す
。
体
操
に
は
、
硬
く
な
る
関

節
を
柔
ら
げ
る
・
弱
く
な
る
足

腰
の
現
状
を
維
持
す
る
・
そ
れ

に
失
禁
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
３
つ
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
要
介
護
者
に
な
ら
な
い

た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
ま

た
、
例
え
要
介
護
者
に
な
っ
て

も
、
立
ち
上
が
ろ
う
、
一
歩
で

も
歩
こ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持

ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
茨
城
県
は
軽
度
要
介
護
者
の

人
口
比
割
合
が
全
国
で
最
小
で

す
。
こ
の
状
態
を
今
後
も
維
持

し
た
い
も
の
で
す
。

　「
病
は
気
か
ら
」と
言
い
ま
す
。

朝
起
き
て
、
少
々
体
が
だ
る
く

て
も「
今
日
も
元
気
だ
」と
思
え

ば
元
気
で
い
ら
れ
ま
す
。
体
の

事
を
く
よ
く
よ
と
思
い
悩
み
過

ぎ
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
日
に
３
人
以
上
と
会
う
生
活

を
心
掛
け
れ
ば
、
認
知
症
に
な

る
確
率
も
低
く
な
り
ま
す
。

　
超
高
齢
者
社
会
で
は
高
齢
者

の
社
会
参
加
、
役
割
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
行
政
に
全
て
を
任
せ

る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
社
会
の

互
助
、
共
助
に
参
加
出
来
る
高

齢
者
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　
城
里
町
で
は
、
現
在
94
人
の

体
操
指
導
士
が
お
り
、
48
箇
所

の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
、
月
に

１
〜
２
回
指
導
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
指
導
士
の
方
々
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
多

く
の
町
民
の
サ
ロ
ン
へ
の
参
加

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

体操指導士と一緒に行った実技
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中
学
１
年
生
を
対
象
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
が
７
月
30

日
・
31
日
・
８
月
１
日
の
３
日

間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で

２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
初
日
は
ｅ
―

ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

バ
ン
か
ら
講
師
を
招
き
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
で
の

架
空
請
求
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
か

ら
身
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
の

講
話
の
後
に
、
避
難
所
運
営
ゲ

ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ
体
験
を
し
ま
し
た
。

Ｈ
Ｕ
Ｇ
体
験
で
は
、
実
際
に
震

災
を
体
験
し
、
災
害
が
起
き
た

時
の
混
乱
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
た
め
、
み
な
さ
ん
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　
２
日
目
は
町
内
の
保
育
園
の

協
力
を
得
て
、
保
育
活
動
の
お

手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
砂
遊
び
、

ダ
ン
ス
、
空
手
な
ど
を
一
緒
に

行
な
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
保

育
に
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
園
児
が
と
て
も
可

愛
く
、
皆
笑
顔
で
体
験
を
終
え

まし
た
。
午
後
か
ら
は
防
災
に
つ

い
て
学
び
、
実
際
に
非
常
食
用

の
お
餅
を
作
る
体
験
を
し
ま
し

た
。

　
３
日
目
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
テ
ー
マ
に
、
全
日
本
仏
教

青
年
会
・
救
援
委
員
長
　
米
沢

智
秀
さ
ん
に
災
害
時
の
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、

日
赤
奉
仕
団
の
方
に
炊
飯
器
を

使
わ
ず
専
用
の
袋
で
作
る
ご
飯

を
炊
い
て
試
食
し
ま
し
た
。

　
３
日
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

ク
ー
ル
を
通
し
て
、
地
域
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か

け
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
期
待
し

ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会

福
祉
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
民
間
組
織
で
す
。
住
民

主
体
の
理
念
に
基
づ
き
、
地
域

の
福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り
組

み
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
の
実

現
を
目
指
し
活
動
し
、
昭
和
26

年
に
制
定
さ
れ
た
社
会
福
祉
事

業
法（
現
在
の
社
会
福
祉
法
）に

基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

〜
城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
は

 

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
〜

●
老
人
福
祉
対
策

　
・
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進

　
　
事
業

　
・
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
・
ふ
れ
あ
い
訪
問

　
・
紙
お
む
つ
の
支
給

　
・
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

　
・
金
婚
祝

　
・
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　
・
城
里
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
　
ン
タ
ー
事
業

　
・
デ
マ
ン
ド
交
通
運
営
事
業

　
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営

　
　
事
業

　
・
福
祉
バ
ス
運
営
事
業

●
障
害
者
福
祉
対
策

　
・
日
常
生
活
用
具
貸
与
事
業

　
・
リ
フ
ト
カ
ー
の
貸
与

　
・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
・
日
中
一
時
支
援
事
業

●
社
協
活
動
の
啓
発

●
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

●
低
所
得
世
帯
福
祉
対
策

　
・
新
入
学
児
童
を
対
象
に
町

　
　
内
小
中
学
校
入
学
時
に
お

　
　
い
て
非
課
税
世
帯
に
援
助

　
・
生
活
福
祉
資
金
貸
付

　
・
歳
末
た
す
け
あ
い
見
舞
金

　
　
事
業

　
・
小
口
貸
付
事
業

●
そ
の
他
の
福
祉
対
策

　
・
心
配
ご
と
相
談
事
業

　
・
善
意
銀
行
預
託
金
品
の
受

　
　
払
い

　
・
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け

　
　
あ
い
運
動
の
実
施

●
団
体
育
成
事
業

●
介
護
保
険
事
業
所

　
・
居
宅
介
護
支
援
事
業（
ケ
ア

　
　
プ
ラ
ン
の
作
成
・
申
請
代
行
）

　
・
訪
問
介
護
事
業（
ホ
ー
ム
ヘ

　
　
ル
パ
ー
派
遣
）

　
・
訪
問
入
浴
介
護
事
業

　
・
通
所
介
護
事
業（
デ
イ
サ
ー

　
　
ビ
ス
）

　
・
障
害
者
自
立
支
援
事
業 

　
　（
相
談
支
援
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル

　
　
パ
ー
派
遣
）

　
・
身
体
障
害
者
訪
問
入
浴
サ

　
　
ー
ビ
ス
事
業

　
・
介
護
予
防
事
業

〜
城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

　
財
源
は
〜

　
城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

財
源
は
、
町
民
皆
様
か
ら
の
会

員
会
費
、
寄
付
金
か
ら
な
る
善

意
銀
行
事
業
、
国
・
県
・
町
か

ら
の
補
助
金
及
び
受
託
金
、
共

同
募
金
会
か
ら
の
配
分
金
な
ど

で
す
。

保育園での実習
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言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え

　
　
　
　
消
防
団
員
と
し
て
活
躍

言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え

　
　
　
　
消
防
団
員
と
し
て
活
躍

　
日
本
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
、

１
万
３
千
余
km
の
と
こ
ろ
に
ア

フ
リ
カ
・
ガ
ー
ナ
共
和
国
は
あ

り
ま
す
。
そ
の
ガ
ー
ナ
の
ス
ニ

ャ
ー
ニ
か
ら
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ

ャ
ン
フ
ィ
さ
ん
は
、
１
年
前
に

奥
様（
鈴
木
操
さ
ん
）の
郷
里
、

城
里
町
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。

　
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
は
、
レ
ゲ

エ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
、
ガ
ー

ナ
で
も
音
楽
活
動
を
し
て
い
ま

し
た
。
日
本
に
来
て
か
ら
も
、

自
分
の
生
き
方
、
母
国
に
対
す

る
思
い
を
歌
に
の
せ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
ガ
ー
ナ

の
人
々
に
も
音
楽
を
届
け
て
い

ま
す
。

　
奥
様
は
１
９
９
８
年
、
海
外

青
年
協
力
隊
の
一
員
と
し
て
ケ

ニ
ア
で
活
動
、
そ
の
後
、
国
立

転
職
訓
練
機
関
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
、
ガ
ー
ナ
で
既
製
服

の
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
奥
様
と
取
引
先
の
店
で
知

り
合
い
結
婚
し
ま
し
た
。

　
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
は
、
現
在

増
井
に
あ
る
会
社
に
勤
め
て
い

ま
す
。
ど
こ
へ
行
く
に
も
自
転

車
で
、
会
社
ま
で
40
分
か
け
て

通
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
日
本
語

は
片
言
し
か
話
せ
ま
せ
ん
が
、

会
社
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
エ
ド
、

エ
ド
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
は
、

「
助
け
合
う
」と
い
う
こ
と
に
積

極
的
に
か
か
わ
っ
て
生
き
て
い

き
た
い
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た
い
と

常
日
頃
か
ら
考
え
て
い
て
、
誰

に
で
も
明
る
く
「
コ
ン
ニ
チ
ワ

！
」と
気
軽
に
声
を
か
け
ま
す
。

　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
の
時

に
は
、
ガ
ー
ナ
で
チ
ャ
リ
テ
ィ

に
積
極
的
に
参
加
。
来
日
し
て

か
ら
も
昨
年
12
月
に
は
水
戸
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
外
国
人
の

た
め
の
防
災
訓
練
に
参
加
。
新

聞
に
写
真
入
で
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　
あ
る
時
、
近
く
の
消
防
団
の

人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
所
を
通

り
か
か
り
、
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
何
を
話
し
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

自
分
を
消
防
団
に
誘
っ
て
く
れ

て
い
る
こ
と
は
分
か
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
し
て
昨
年
５
月
か
ら
、

城
里
町
消
防
団
第
10
分
団
の
一

員
と
し
て
、
岩
船
・
孫
根
・
高

根
の
見
回
り
に
も
参
加
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
も
腕
を
ふ
る
っ

て
い
ま
す
。
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
ウ

ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
、
イ
ヤ
リ

ン
グ
、
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
袋
物
な
ど
を
手
が

け
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
が
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
の
で
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ご
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

　　
９
月
10
日（
水
）に
常
陸
大
宮

市
国
長
に
あ
る
カ
バ
ヤ
食
品
の

工
場
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

作
業
所
の
仲
間
と
職
員
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
計
18
名
で
の
参

加
で
し
た
。
作
業
所
と
し
て
の

工
場
見
学
は
、
昨
年
の
研
修
旅

行
で
行
っ
た
明
太
子
工
場
以
来

の
こ
と
で
、
す
ご
く
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
カ
バ
ヤ
と
い
え
ば
、
ジ
ュ
ー

Ｃ
と
サ
ク
サ
ク
パ
ン
ダ
で
馴
染

み
が
あ
り
ま
す
が
、
工
場
で
は

ま
ず
ス
ラ
イ
ド
で
カ
バ
ヤ
の
歴

史
や
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
で
き

る
ま
で
の
こ
と
を
勉
強
し
ま
し

た
。

　
次
に
い
よ
い
よ
工
場
内
の
見

学
で
す
。
中
で
は
サ
ク
サ
ク
パ

ン
ダ
を
作
っ
て
い
て
、
す
べ
て

機
械
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

ず
、
型
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、

ク
ッ
キ
ー
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

順
番
で
流
し
込
ま
れ
ま
す
。
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
は
２
層
に
な
っ
て

い
て
１
つ
を
乾
か
し
て
次
に
流

す
。
手
順
を
す
べ
て
機
械
で
や

っ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
型
が
崩
れ
た
り
、
欠

け
た
り
、
袋
と
じ
に
失
敗
し
た

物
も
す
べ
て
が
機
械
で
弾
か
れ

て
い
ま
し
た
。
集
合
写
真
を
撮

っ
て
お
土
産
を
い
た
だ
き
、
最

後
に
カ
バ
ヤ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

自
分
の
好
き
な
お
菓
子
を
買
っ

て
帰
り
ま
し
た
。

　
な
か
な
か
個
人
で
は
行
け
な

い
所
で
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
他
の
工
場

見
学
も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
加
藤
直
）

色鮮やかな袋物

エドワード・ジャンフィさん

く
に
お
さ
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今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
、

16
組
の
ご
夫
婦
が
結
婚
さ
れ
ま

し
た
50
年
前
の
日
本
の
様
子
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
高
度
成
長
期
に
伴
い
、
日
本

は
経
済
成
長
率
が
世
界
第
１
位

の
15.4
％
に
な
り
、
さ
ら
に
Ｇ
Ｎ

Ｐ（
国
民
総
生
産
）は
、
世
界
第

２
位
の
経
済
大
国
と
な
り
ま
し

た
。
ほ
ぼ
全
て
の
家
庭
に
テ
レ

ビ
、
電
気
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、

電
話
が
普
及
し
て
自
家
用
車
も

珍
し
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
50
年
前
の
昭
和

39
年
、
常
北
町
・
桂
村
・
七
会

村
で
は
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

 

常
北
町

・
常
北
町
地
域
防
災
計
画
成
る

・
薬
師
寺
の
再
建
着
手

 

桂 

村

・
消
防
団
に
自
動
車
ポ
ン
プ
整

　
備

・
沢
山
診
療
所
新
築

 

七
会
村

・
徳
蔵
小
学
校
完
全
給
食
実
施

・
塩
子
・
七
会
村
両
農
業
協
同

　
組
合
が
合
併
し
、
七
会
村
農

　
業
協
同
組
合
が
発
足

※
出
来
事

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
東
海
道
新
幹
線
開
通

・
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
開
業

※
流
行
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

・
み
ゆ
き
族

・
ア
イ
ビ
ー
ル
ッ
ク

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
五
輪
カ
ラ
ー

※
流
行
歌

・
明
日
が
あ
る
さ

・
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う

・
愛
と
死
を
見
つ
め
て

・
柔

※
映
画

・
愛
と
死
を
見
つ
め
て

・
鮫

・
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ

・
０
０
７
シ
リ
ー
ズ

※
流
行
語

・
東
京
さ
ば
く

・
シ
ェ
ー

・
カ
ギ
っ
子

・
カ
ラ
出
張

石井  新作・小夜子
夫 妻

青柳  俊彦・トキ子

　振り返ってみると、この50
年山あり谷ありの生活でした。

この先残された人生、健康第

一とし、楽しく過ごしたいと

思っております。

夫 妻

　城里町北方へ転入して、は
や15年。地域の方々に支えら
れ、金婚式を迎えられた事は、
大変嬉しく感謝しております。
今後共、よろしくお願い致し
ます。

　健やかで仲睦まじく寄り添い歩んで来られた結婚50年の日々、
これからも笑顔に満ちた日々でありますよう、お祝い申しあげます。
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浅 野  　守・美智子

　金婚式を元気で迎えること

が出来て、感謝です。家族や、

皆様方のご厚情に心から感謝

申し上げます。

夫 妻
君 島  　貢・芳  江

　金婚式を迎えられた事をう
れしく思い、家族や地域の皆
様の支援に感謝申し上げます。
健康に留意し共に歩んで行き

たいと思います。

夫 妻

清 水  　勝・晴  代

　この度、金婚式を迎える事
が出来た事は、家族・近隣の
方々に助けられ、有難く思っ
ております。今後も二人で助
け合って過ごして行きたいと

思っております。

夫 妻
大津  仁一・里  子

夫 妻
河井  源二・静  子

　元気で金婚式を迎えられた
のも、近隣の皆様の支えがあ
っての事と感謝しております。
これからも二人仲良く過ごし

たいと願っています。

夫 妻

西 野  　昭・八重子

　結婚50年色々な事がありま
したが、家族や地域の皆様に
支えられて、金婚式を迎えて
感謝しております。今後は健

康に留意して行きます。

夫 妻
園部  修也・典  子

　結婚50年を迎えることが出
来たことを有難く思います。
これからは、残りの人生を健
康に気をつけて過ごしたいと

思います。

夫 妻
時崎  雄司・協  子

　家族や多くの方々に支えら
れ、金婚式を迎えることが出
来ました。感謝申し上げます。
今後も健康に留意し共に頑張

ってまいります。

夫 妻

　両親と同じく、金婚式を迎
えられうれしいです。これも
多くの皆様方の支えと家族の
お陰と感謝致します。また苦
節50年の気遣いの妻に感謝し、
共に健康な時間を過ごしたい
と思います。
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稲
穂
が
黄
金
に
輝
く
小
勝
の

田
園
を
進
ん
で
行
く
と
、
山
の

ふ
も
と
一
面
に
初
雪
が
降
っ
た

か
の
よ
う
な
、
蕎
麦
の
白
い
花

が
広
が
っ
て
来
ま
し
た
。

　
蕎
麦
は
、

や
せ
た
土
壌

で
も
収
穫
が

出
来
て
、
昔

か
ら
人
間
の
暮
ら
し
を
支
え
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
花
は
、
小

さ
く
て
可
愛
く
素
朴
で
可
憐
。

花
言
葉
は「
あ
な
た
を
救
う
」。

こ
ん
な
蕎
麦
の
よ
う
な
人
が
居

た
ら
好
き
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　
そ
う
い
え
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
新

蕎
麦
の
季
節
。
お
い
し
い
蕎
麦

を
食
べ
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
っ
て
、「
花
よ
り
団
子
」な

ら
ぬ「
花
よ
り
蕎
麦
」で
す
ね
。

　
今
回
は
石
塚
に
お
住
ま
い
の

山
　
勇
司
さ
ん
宅
を
訪
問
い
た

し
ま
し
た
。
玄
関
を
開
け
る
と
、

そ
こ
に
は
お
母
さ
ん
の
里
枝
さ

ん
と
そ
の
側
に
ち
ょ
こ
ん
と
お

人
形
さ
ん
の
よ
う
な
里
紗
ち
ゃ

ん
が
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

応
接
間
に
案
内
さ
れ
御
主
人
の

勇
司
さ
ん
、
奥
様
の
喜
美
枝
さ

ん
と
挨
拶
を
交
わ
し
、
ご
家
族

の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
中
学
校
で
部
活
の
野

球
が
生
活
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
春
樹
君
。
将
来
の
夢
は
普
通

の
人
間
に
な
り
た
い
と
の
こ
と
。

虫
大
好
き
人
間
の
洸
輝
君
。
や

は
り
お
兄
さ
ん
の
影
響
か
リ
ト

ル
リ
ー
グ
で
頑
張
っ
て
い
る
ら

し
い
。
同
じ
く
リ
ト
ル
リ
ー
グ

に
所
属
し
、
将
来
は
プ
ロ
野
球

選
手
を
目
指
し
て
い
る
大
地
君
。

と
男
子
は
３
人
皆
凛
々
し
い
顔

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
兄

弟
の
な
か
の
紅
一
点
、
首
を
傾

げ
な
が
ら
一
生
懸
命
将
来
の
夢

を
考
え
て
く
れ
た
里
紗
ち
ゃ
ん
、

そ
し
て
当
日
残
念
な
が
ら
お
勤

め
の
関
係
で
お
話
を
伺
え
な
か

っ
た
お
父
さ
ん
の
孝
一
さ
ん
、

里
枝
さ
ん
ご
夫
婦
と
今
で
は
珍

し
く
な
っ
た
８
人
家
族
で
し
た
。

　
一
緒
に
住
む
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
孝
一
さ
ん
ご
夫
婦
に

双
子
が
産
ま
れ
、
子
育
て
応
援

の
た
め
11
年
前
、
常
陸
大
宮
か

ら
引
越
し
て
来
ま
し
た
。

　
家
族
が
多
い
悩
み
は
、
旅
行

な
ど
外
出
を
計
画
す
る
時
に
、

な
か
な
か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合

わ
な
い
こ
と
。
家
族
写
真
を
撮

る
時
も
同
様
と
の
事
で
し
た
。

ま
た
奥
様
の
喜
美
枝
さ
ん
は
、

孫
が
外
出
し
、
ご
主
人
の
勇
司

さ
ん
と
２
人
き
り
に
な
る
と
と

て
も
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
材
で
感
じ
た
こ
と

は
、
子
供
達
が
多
感
な
時
期
、

反
抗
期
で
あ
ろ
う
に
も
か
か
わ

ら
ず
ハ
キ
ハ
キ
と
質
問
に
答
え

て
く
れ
た
こ
と
。
と
て
も
好
感

が
も
て
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
８
月
27
日（
水
）早
朝
６
時
に

城
里
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
75
名
を
乗
せ

た
バ
ス
２
台
が
、
東
北
の
復
興

支
援
ツ
ア
ー
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
復
興
支
援
ツ
ア
ー
は
今
回
が

３
回
目
で
最
後
と
な
り
ま
す
。

震
災
か
ら
３
年
半
が
経
過
し
た

「
被
災
地
の
い
ま
」を
体
験
し
、

語
り
部
さ
ん
の
話
を
伺
い
、
仮

設
の
商
店
街
で
の
買
い
物
等
が

復
興
支
援
ツ
ア
ー
の
目
的
で
す
。

　
途
中
松
島
観
光
物
産
館
に
て

食
事
や
買
い
物
を
済
ま
せ
て
、

午
後
１
時
に
女
川
町
の
観
光
協

会
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
バ
ス
に
観
光
協
会
の
語
り
部

さ
ん
が
同
乗
し
、
造
成
工
事
が

進
む
町
の
中
を
移
動
し
な
が
ら

震
災
時
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
地
震
が
起
き
て
皆
が
津
波
か

ら
逃
げ
よ
う
と
避
難
し
ま
し
た

が
想
像
を
超
え
る
大
津
波
だ
っ

た
為
に
、
避
難
場
所
ま
で
津
波

が
押
し
寄
せ
て
来
て
大
き
な
被

害
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流

館
で
は
、
津
波
の
映
像
や
復
興

計
画
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
津
波
の
映
像
は
衝
撃
的
で
、

館
内
に
悲
鳴
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
復
興
計
画
は
分
か
り
や
す
く
、

語
り
部
さ
ん
が
喜
び
の
表
情
で

話
し
て
ま
し
た
。
そ
の
表
情
か

ら
、
災
害
に
遭
っ
て
も「
復
興
」

の
言
葉
を

支
え
に
、

笑
顔
で
悲

し
み
を
乗

り
越
え
て

来
た
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
最
後
に
仮
設

の
商
店
街
で
買
い
物
を
し
て
、

女
川
町
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
私
達
は
災
害
に
い
つ
遭
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
遭
わ

な
い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

被
害
を
最
小
限
に
す
る
方
法
や

災
害
に
遭
っ
て
深
い
悲
し
み
や

絶
望
感
に
襲
わ
れ
て
も
、
人
間

は
立
ち
直
る
事
が
出
来
る
ん
だ

と
教
え
ら
れ
た
ツ
ア
ー
で
し
た
。

し
ろ
さ
と

し
ろ
さ
と

小
勝
の
蕎
麦
畑

小
勝
の
蕎
麦
畑

復興に向けて造成工事中（女川町）

一面に広がる蕎麦畑

仮設商店街の店主さん
笑顔でがんばってます

蕎麦の花

（写真撮影：喜美枝さん）
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手
話
を
学
ぶ

手
話
を
学
ぶ
11

気  

象

　
今
年
の
夏
は
い
か
が
で
し
た

か
。
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
の
夏
は
あ
ち
こ
ち
で
異

常
気
象
と
な
り
、
今
も
な
お
、

深
い
傷
痕
を
残
し
て
い
ま
す
。

私
達
も
何
時
、
同
じ
目
に
遭
遇

す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
何
時

で
も
防
災
を
心
掛
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
ね
。

　
今
回
は
気
象
に
つ
い
て
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
雨
」

　
こ
れ
は
雨
が
降
る
様
子
を
表

し
て
い
ま
す
。
手
を
早
く
動
か

す
と「
大
雨
」に
な
り
、
ゆ
っ
く

り
動
か
す
と「
小
雨
」に
な
り
ま

す
。

「
台
風
」

　
こ
れ
は
風
が
強
く
吹
く
様
子

を
表
し
て
い
ま
す
。

「
晴
れ
」

　
目
の
前
が
晴
れ
る
様
子
を
表

し
て
い
ま
す
。

「
曇
り
」

　
こ
れ
は
モ
ク
モ
ク
と
し
た
雲

の
形
を
表
し
て
い
ま
す
。

「
雷
」

　
こ
れ
は
雷
の
稲
妻
の
形
を
表

し
て
い
ま
す
。

「
雪
」

　
手
話
を
学
ぶ
８
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　「
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
」の
利

用
料
金
が
、
７
月
１
日
か
ら
障

が
い
者
手
帳
保
持
者
、要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
及
び
介
助
者
を

対
象
に
減
免
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
利
用
料
金
が
１
乗
車
３
０
０

円
の
と
こ
ろ
１
５
０
円
で
利
用

が
出
来
ま
す
が
、
減
免
申
請
に

つ
い
て
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

☆
減
免
申
請
は
、
個
人
が
申
請

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
家
族
中
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
が

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
が
、
別

々
に
減
免
を
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
認
定
更
新
申
請

に
お
い
て
、
保
険
証
の
更
新
が

済
み
ま
し
た
ら
、
あ
ら
た
め
て

保
険
証
の
コ
ピ
ー
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
及
び
保
険
証
の

提
出
先
は
、
城
里
町
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

　
０
２
９
―

２
８
８
―

７
０
１
３

　
茨
城
県
は
、
失
業
等
に
よ
り

生
活
に
お
困
り
の
方
の
た
め
の

相
談
・
支
援
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　
県
が
設
置
す
る
自
立
相
談
支

援
員
が
あ
な
た
の
悩
み
の
解
決

に
向
け
て
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

●
仕
事
探
し
の
悩
み

・
仕
事
の
探
し
方
が
わ
か
ら
な
い

・
面
接
が
苦
手

●
生
活
の
悩
み

・
ひ
き
こ
も
り
か
ら
脱
け
出
せ
な
い

・
生
活
を
立
て
直
し
た
い

●
家
計
の
悩
み

・
就
職
す
る
ま
で
の
家
賃
が
必
要

・
一
時
的
な
生
活
資
金
が
必
要

対
象
者

　
失
業
な
ど
に
よ
っ
て
現
に
生

活
に
お
困
り
の
方
で
、
ま
だ
生

活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
方
。

茨
城
県
内
の
町
ま
た
は
村
に
お

住
ま
い
の
方
。

窓
　
口

　
県
央
地
域（
茨
城
町
・
大
洗
町

　
・
城
里
町
・
東
海
村
）

　
茨
城
県
県
央
福
祉
事
務
所
　

　  

水
戸
市
三
の
丸
１
―

５
―

38

　  

茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
２
階

　
０
２
９
―

２
２
６
―

１
５
１
２

　
両
手
の
指
を
開
い
て
前
に
向
け
、
手
首

を
回
し
、右
上
か
ら
斜
め
下
に
動
か
し
ま
す
。

　
両
手
で
親
指
と
人
差
し
指
を
つ
ま
む
形

を
つ
く
り
（
１
参
）
指
を
広
げ
な
が
ら
ジ

グ
ザ
グ
に
下
ろ
し
ま
す
。
（
２
参
）

　
顔
の
前
で
、
両
手
の
ひ
ら
を
前
に
向
け

て
交
差
さ
せ
、
左
右
に
開
き
ま
す
。（
明
る

い
・
始
ま
る
・
始
め
る
）も
同
じ
手
話
で
す
。

　
上
の
方
で
向
か
い
合
わ
せ
に
し
た
両
手

を
開
い
た
り
閉
じ
た
り
し
な
が
ら
左
右
に

離
し
ま
す
。
雲
も
同
じ
手
話
で
す
。

（
す
ぐ
に
使
え
る
手
話
辞
典
6000
よ
り
引
用
）

　
両
手
の
指
先
を
下
に
向
け
、
顔
の
横
で

上
下
さ
せ
ま
す
。
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徳
宿
　
邦
忠 
さ
ん  

89
歳

仲
山
　
志
け 

さ
ん  

96
歳

阿波山高 久
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志
け
さ
ん
は
御
主
人
が
亡
く

な
ら
れ
、
息
子
さ
ん
御
夫
婦
と

弟
さ
ん
の
４
人
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
戦
中
戦
後
の
激
動
の
時

期
を
生
き
て
き
た
年
代
で
す
。

　
山
を
開
拓
し
農
業
に
励
み
、

農
作
業
は
殆
ど
手
作
業
で
大
変

で
し
た
。
志
け
さ
ん
は
家
事
と

農
業
を
し
な
が
ら
10
人
の
お
子

さ
ん
を
育
て
、
現
在
９
人
の
方

が
健
在
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
志
け
さ
ん
の
88
歳
の
お
祝
い

は
子
供
さ
ん
孫
さ
ん
曾
孫
さ
ん

達
が
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お

正
月
や
お
盆
も
賑
や
か
で
す
。

　
96
歳
の
今
も
健
康
で
薬
は
飲

ん
で
い
な
い
と
の
こ
と
。
膝
に

水
が
溜
ま
っ
て
も
自
然
に
治
っ

た
そ
う
で
す
。食
事
も
好
き
嫌
い

な
く
お
嫁
さ
ん
の
作
る
料
理
を

３
食
お
い
し
く
食
べ
て
い
ま
す
。

　
朝
起
き
る
と
少
し
だ
け
草
取

り
を
し
ま
す
。
志
け
さ
ん
は
お

洒
落
で
髪
を
気
に
し
て
娘
さ
ん

に
美
容
院
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
う
そ
う
で
す
。
一
日
一
回
の

昼
寝
と
食
事
を
き
ち
ん
と
３
回

食
べ
る
事
が
長
寿
の
源
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
。

　
今
年
度
の
社
協
会
費
の
納
入

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
社
協
で
は
、
ご
賛
同
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
会
費
を

も
と
に
、
地
域
福
祉
事
業
の
推

進
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
の

福
祉
活
動
へ
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
「
み
ん
な
の
幸
せ
を
つ
な

ぐ
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実

践
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
よ
り
全
国

一
斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
各
小
中
学
校
の
福
祉
教
育
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
社
協
広

報
活
動
、
高
齢
者
支
援
な
ど
の

町
の
福
祉
事
業
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
皆
様
ひ
と
り
ひ
と
り
の
思
い

や
り
が
、
町
の
福
祉
を
支
え
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　「
秋
」が
好
き
だ
。味
覚
の
秋
、

紅
葉
の
秋
と
言
わ
れ
て
い
る
け

れ
ど
自
然
も
ま
た
い
い
。
あ
の

透
き
通
る
よ
う
な
陽
射
し
、
澄

み
き
っ
た
空
の
青
さ
と
真
綿
を

薄
く
敷
き
伸
ば
し
た
よ
う
な
巻

層
雲
と
の
対
比
、
そ
し
て
そ
っ

と
頬
を
な
で
て
い
く
風
、
そ
ん

な
な
か
体
を
動
か
す
も
良
し
、

縁
側
で
一
服
す
る
も
よ
し
、
夕

日
に
赤
く
染
ま
っ
た
山
々
を
見

つ
め
る
も
良
し
。
こ
の
よ
う
な

演
出
を
し
て
く
れ
る「
秋
」が
好

き
だ
。
　
　
　
　
　
　
　（
わ
）

　
邦
忠
さ
ん
、
栄
子
さ
ん
ご
夫

妻
は
、
小
・
中
学
校
の
教
師
生

活
を
40
年
間
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
奥
様
は
平
成
16
年
に
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。

　
退
職
後
の
邦
忠
さ
ん
は
、「
桂

村
郷
土
史
」に
関
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
桂
村
有
線
放
送
企
画

委
員
と
な
り
、
自
主
番
組
「
ふ

る
里
の
伝
説
」
の
放
送
依
頼
を

受
け
、
地
元
の
方
々
の
協
力
を

得
て
放
送
台
本
を
つ
く
り
、
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
て
昭
和
61

年
の
１
年
間
放
送
を
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
に
は
絵
も
の
が
た

り「
ふ
る
里
の
民
話
」
10
話
と
し

て
冊
子
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
食
後
は
ゆ
っ
く
り
と
新
聞
を

読
み
ま
す
。
卒
寿
を
迎
え
る
今

は
、
午
前
中
は
ワ
ー
プ
ロ
を
使

用
、
一
生
一
度
の
人
生
の
足
跡

を
残
す
た
め
自
分
史
の
製
作
に

取
り
か
か
り
ま
す
。

　
趣
味
は
ピ
ア
ノ
で
す
。
10
年

か
け
て
独
学
で
譜
面
な
し
で
お

ぼ
え
た
演
歌
、
童
謡
を
弾
い
て

い
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
の
躍
進
と
ご
健
康

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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●
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
普
及
講
習
会

●
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

●
き
ら
っ
と
生
き
る

●
つ
く
し
の
四
季

●
金
婚
者
紹
介

●
３
世
代
家
族
訪
問

●
東
北
復
興
支
援
ツ
ア
ー

●
し
ろ
さ
と

●
手
話
を
学
ぶ

●
デ
マ
ン
ド
交
通

●
わ
が
町
の
さ
わ
や
か
元
気
さ
ん

●
赤
い
羽
募
金

●
目
次
・
編
集
後
記 目
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感
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